
　

子
ど
も
た
ち
に
、
地
域
の
人
と
の
触
れ
合
い

を
通
し
て
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
お

う
と
、
毎
年
８
月
下
旬
の
日
曜
日
に
「
は
の
う

ら
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
羽
ノ
浦
総
合

国
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
多
彩
な
催

し
物
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
毎
回
１
０
０
０
人
を

超
す
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

会
場
に
は
、
各
種
団
体
に
よ
る
親
子
木
工
教

室
や
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー
が

多
数
設
け
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
思
い

思
い
に
遊
び
や
も
の
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
す
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
徳
島
イ
ン

デ
ィ
ゴ
ウ
ズ
の
マ
ー
チ
ン
グ
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催
の
の
ろ
し
を
上
げ
、
和
太
鼓
の
演
奏
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
新
体
操
の
演
技
、
羽
ノ
浦
音
頭

な
ど
が
披
露
さ
れ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上

げ
る
。
そ
し
て
、
地
元
の
奴
連
の
阿
波
踊
り
で

会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
す
る
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
昭
和
55
年
か
ら
途
切

れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
、
今
年
で
38
回
目
を
数

え
た
。
各
種
団
体
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
で

運
営
し
、
羽
ノ
浦
公
民
館
が
事
務
局
と
な
る
。

初
開
催
か
ら
携
わ
る
同
公
民
館
長
の
池
田
重
政

さ
ん
は
、「
国
連
が
昭
和
54
年
を
『
国
際
児
童
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阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第136回

年
』
と
定
め
ま
し
た
。
日
本
の
小
さ
な
町
で
も

何
か
や
っ
て
み
よ
う
と
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。「
春

日
野
団
地
が
で
き
る
な
ど
町
の
人
口
が
急
激
に

増
え
た
頃
で
も
あ
り
、
３
世
代
間
の
交
流
や
、

新
旧
町
民
の
融
和
に
つ
な
が
れ
ば
と
の
思
い
で

し
た
」
と
語
る
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
県
内

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
。

　

羽
ノ
浦
町
は
、
住
み
よ
い
町
と
し
て
人
気
が

高
い
。
交
通
ア
ク
セ
ス
や
医
療
機
関
な
ど
の
充

実
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催
な
ど
を
通
じ
た
積
極
的
な
子
育
て
支
援
や
人

の
輪
づ
く
り
が
町
に
ま
と
ま
り
を
生
み
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
理
由
の
一
つ
だ
と
感
じ
た
。

徳島インディゴウズ

リコ・レフア・マモのフラダンス

はのうら新体操クラブ

奴連による阿波踊り

楽しい体験コーナーがいっぱい

地域の人と触れ合う

はのうら子どもフェスティバル（羽ノ浦町）
どんど鼓＆羽ノ浦伝統文化子ども和太鼓教室
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